7 課文法の説明Explicación de la gramática
１．未来．規則変化
（1）未来形は-ar 動詞，-er 動詞，-ir 動詞に共通して不定詞に-é，-ás，-á，-emos，-éis，-án という活用語尾である．これらの語尾はhaber の直説法・現在の活用（第6 課で扱った）とよく似ているので比べてみよう（2 人称複数形だけが少し違う）．全活用形で強勢は移動せず活用語尾にある．（☆-emos はs で終わるのでアクセント符号はつけない.）人称語尾は，ゼロ，-s，ゼロ，-mos, -is, -n で他と同じである．
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（2）未来形の本質的な意味は話者の「推測」である．現在のことでも未来のことでも「推測」の意味があれば「未来形」を使うことができる．次の用法がある．
a) 未来や現在のことについての推量．「…だろう」と訳される．
¿Cuándo terminarás de estudiar?

君はいつ勉強が終わるの？
b) 意志．「…するつもりだ」と訳される．
Te lo contaré por el camino.

行く途中で君にそれを話してあげよう．
c) 命令．「…するんだよ」という意味
Me esperarás aquí.

君はここで僕を待っているんだよ
【語句】esperar［他動］待つ; aquí［副］ここで．
（3）未来のことであっても，「推測」ではなく強い「確信」があれば現在形でもよい．例: Mañana no voy al mercado．「明日私は市場には行きません」
２．未来完了
（1）未来完了はhaber の未来形＋過去分詞で作られる．haber の未来形は不規則変化である．延長部に母音がなくr だけであることに注意しよう．
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（2）現在完了に「推量」の意味が加わる．次の用法がある．
a) 未来に完了することや現在に完了していることについての「推量」「…してしまっているだろう」の意味．
Llegaremos tarde y ya habrá empezado la función．
私たちは遅く着いて，芝居は始まっているでしょう．
b)「意志」「…してしまっておくつもりだ」．
Habré terminado de estudiar a las ocho de la tarde．
私は午後の８時に勉強を終えるつもりだ．

（＊この文は「意志」ではなく「推量」の意味にもなる．（☆よって，あまり責任がない言い方にもなりうる.）

c)「命令」「…しておくんだよ」．

Ya habrás lavado el coche．

君は車を洗っておくんだよ．

【語句】lavar［他動］洗う; coche［男名］自動車、車．
３．現在分詞
（1）現在完了の語尾は，-ar 動詞では-ando，-er 動詞と-ir 動詞ではiendo である．
cantar → cantando

comer → comiendo

vivir → viviendo
（2）ただし，語根母音変化動詞のsentir 型，dormir 型，pedir 型の現在分詞は次のように不規則となる．
pedir → pidiendo

sentir → sintiendo

dormir → durmiendo
（3）また，-er 動詞と-ir 動詞の語根が母音で終わっている場合は，語尾-iendo が-yendo になる．
ir → yendo

huir → huyendo.

（4）動詞の副詞的用法になる．分詞構文（例文-1），感覚動詞の目的語の補語（例文-2），動詞の修飾語（例文-3）として使われる．
1) Cantando se alegran los corazones.

歌えば，心が楽しくなる．
2) Me da gusto ver al niño durmiendo con tanta felicidad.

子供たちがこんなに幸せそうにねむるのを見ると嬉しい．
3) Me gusta caminar descalza por la playa sintiendo la caricia de las olas.

私は波が足に触れるのを感じながら海岸を裸足で歩くのが好きです．
【語句】alegrarse［再動］楽しくなる（☆再帰動詞は第9課で扱う）; corazón［男名］心; dar gusto［動］喜ばせる; niño［男名］子供; durmiendo < dormir［自動］眠る; tanto［形］これほどの; felicidad［女名］幸福（☆con felicidad「幸せそうに」）; caminar［自動］歩く; descalzo［形］裸足の（☆女性形descalza が使われているのでこの文の「私」は女性である）; playa［女名］海岸; sintiendo < sentir［他動］感じる;caricia［女名］優しく触れること，愛撫; ola［女名］波．
４．進行形
現在分詞は各時制の進行形でも用いられる．進行形はある動作の進行している「状態」を示しestar を用いる．それぞれ，次のような組み合わせになる．
１）現在進行形: estar の現在形＋現在分詞「…している」
¿Estás ocupada? ― Sí，estoy estudiando.

君は忙しい？－ええ，私は勉強しています．
Ya estamos llegando a Madrid.

私たちはマドリードに着こうとしています．
２）過去進行形: estar の過去形＋現在分詞「…していた」
Estábamos hablando de ti.

私たちは君のことを話していました．
３）未来進行形: estar の未来形＋現在分詞「…しているだろう」
Mañana a esta hora estaremos practicando el esquí.

明日の今頃は私たちはスキーの練習をしているでしょう．
【語句】hora［女名］時間; practicar［他動］練習する，す
る; esquí［男名］スキー．
＊「進行」の意味は「進行形」でなくても表せるが，「進行形」を用いると，より明確に「実際に進行している」様子が表現できる．
５．比較
（1）形容詞・副詞の比較級
形容詞と副詞の優等比較級はmás「より」という副詞を用いて「より…である」という意味になる．そして，比較項はque「…より」を用いる．それがlo que 節や数量の時はde を用いる．劣等比較級ではmenos を使う．
優等比較級: más + 形容詞・副詞+ que …［de …］
劣等比較級: menos + 形容詞・副詞+ que …［de …］
Esta novela es más interesante que ésa.

この小説はそれよりもおもしろい．

El problema es más complejo de lo que crees.

問題は君が思っているよりも複雑だ．

Este coche es menos caro que el tuyo.

この車は君のより高価ではない．

【語句】novela［女名］小説; interesante［形］面白い; problema［男名］問題; complejo［形］複雑な; crees < creer［他動］信じる; coche［男名］自動車，車; caro［形］高価な．
（2）比較されるものがlo＋形容詞，lo que 節や数量のときはqueではなくてde が用いられる．
Dionisio bebió más de lo debido y no puede regresar a su casa.

ディオニシオは度を超して飲んだので家に帰れない．
He engordado más de tres kilos desde que estoy en España.

私はスペインに来てから３キロ太りました．
【語句】Dionisio［男名］ディオニシオ; beber［他動］飲む;debido［形］適当な; puede < poder［助動］（…[不定詞]）できる（☆contar 型の語根母音変化）; regresar［自動］（…に[a]）帰る; casa［女名］家; engordar［自動］太る; kilo［男名］キログラム; desde que［接］…以来．
（３）比較級の不規則形
一部の形容詞と副詞は独自の不規則な比較級をもつ．たとえば，bueno, malo の比較級は×más bueno, más malo ではなくてmejor,peor となる．これは副詞bien の比較級でもある．（☆人の性質を表すときはmás bueno「より善良な」が用いられる．）同じようにmuchoの比較級はmás であるが，これは規則的な形容詞と副詞の比較級で用いられた形と同じである．poco の比較級はmenos である．最後に，grande にはmayor という特殊な比較級がある．これは抽象的な意味や年齢で用いる．（☆具体的な大きさを言うときはmás grande という規則的な比較級を用いる．pequeño の比較級であるmenor も同様である．）
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El estímulo suele tener mejor efecto que el castigo.

激励のほうが罰より効果的であることがおおい．

Estudio menos que mi hermana.

私は姉よりも勉強しない．

Mi hermano es tres años mayor que yo.

私の兄は私より３歳年上だ．

【語句】estímulo［男名］刺激，激励; suele < soler［助動］よく（…[不定詞]）する，…するのが普通である; efecto［男名］効果; castigo［男名］罰; estudiar［他動］勉強する;hermana［女名］姉（または妹）; hermano［男名］兄（または弟）; tres años ３歳（☆比較した差は比較級の前に置く）．
（４）同等比較級はtan ... como ～という構文になる．「～と同じほど…である」という意味になる．
同等比較級: tan + 形容詞・副詞+ como ～
La vida de aquí no es tan fácil como la de tu país.

ここの生活は君の国の生活ほど楽ではない．
【語句】vida［女名］生活，人生; aquí［副］ここ; fácil［形］,容易な; país［男名］国．
（５）形容詞の最上級
比較級に定冠詞がつくと最上級になる．名詞句に定冠詞がつく場合と，名詞句がなくて形容詞に直接定冠詞がつく場合がある．
「…の中で」はde ... で表す．
優等最上級: 定冠詞+ más + 形容詞(+ de …)

劣等最上級: 定冠詞+ menos + 形容詞(+ de …)

Lorca prestaba atención a los sectores más marginados de la sociedad.

ロルカは社会のなかでもっとも疎外された人々に注目していた．
Yerma es una de las mejores obras de teatro de García Lorca.

『イェルマ』はガルシア・ロルカの演劇作品のなかで最良のものの一つだ．
